
公衆電話

　1890年の電話事業の創業から10年が経過した1900年9月、上野・新橋の両駅構内の2ヵ所に、
また、西日本エリアにおいては同年11月梅田駅構内に「自働電話」と呼ばれる最初の「公衆電話」
が設置されました。
　公衆電話が世の中に浸透していくきっかけになったのは、1951年12月に登場した商店等の店先
に黒電話機を設置した「委託公衆電話」の登場でした。1953年にはよく目立つようにと赤く塗られた
「赤電話」となり、この赤電話の登場以来、公衆電話の利用は急激に増加しました。さらに同時期に
ボックス用として青電話が登場、1972年には100円硬貨も使える黄電話が登場する等、ますますカ
ラフルにかつ便利な公衆電話が現れてきました。
　1982年には、キャッシュレス時代の先駆けとなったカード式公衆電話が登場し、1995年にはすべ
ての公衆電話がカード式となり、1999年3月にはICカード公衆電話が登場しました。
　このように、公衆電話は時代とともに進化を遂げ、戸外における通信手段として多くのお客様に
親しまれ、利用されてきました。しかしながら、1994年を境に、携帯電話等の戸外における通信手段
の多様化等の影響により、公衆電話の利用は年々大幅な減少を続けており、公衆電話サービスを
維持するためには継続的なコスト削減が不可欠な状況となっています。
　一方、依然として公衆電話は戸外における通信手段として重要な役割を担っています。このた
め、現在、公衆電話事業においては、お客様に信頼され、安心してご利用いただける公衆電話を
めざして、社会生活上の安全及び戸外における最低限の通信手段確保に配慮しつつ、設置台数
の適正化等による収支改善に取り組んでいるところです。
　なお、ICカード公衆電話については、磁気カード公衆電話と比べて特に利用が少なく、カードの
互換性がない2種類の公衆電話が混在することが、結果としてお客様にご不便をおかけしている
ことを踏まえ、お客様利便性への配慮、及び公衆電話サービスの維持に向けたコスト削減の観点
から、2006年3月末をもってサービスを終了し、磁気カード公衆電話へ一本化しました。

1.公衆電話の歴史 2.公衆電話の種類

公  

衆  

電  

話

アナログ公衆電話

3.公衆電話の通話サービス
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ダイヤル通話
緊急通報（110、118、119）
番号案内（104）
故障受付（113）
電報（115）
時報（117）
災害用伝言ダイヤル（171）
天気予報（177）
消費者ホットライン（188）
児童相談所全国共通ダイヤル（189）
IP電話（050）
フリーアクセス、フリーダイヤル等（0120、0800）
ナビダイヤル（0570）

主な通話サービス

電話帳の主な歴史
1890年（明治23年）

1897年（明治30年）

1898年（明治31年）
1925年（大正14年）

1931年（昭和６年）
1951年（昭和26年）

1959年（昭和34年）
1971年（昭和46年）
1974年（昭和49年）

1983年（昭和58年）

1984年（昭和59年）
1985年（昭和60年）
1986年（昭和61年）

1989年（平成元年）

1990年（平成２年）

1992年（平成４年）
1993年（平成５年）

1994年（平成６年）
1995年（平成７年）

1996年（平成８年）

1998年（平成10年）

1999年（平成11年）

2000年（平成12年）
2002年（平成14年）

2003年（平成15年）

2004年（平成16年）

2006年（平成18年）
2007年（平成19年）

2011年（平成23年）

2013年（平成25年）

2014年（平成26年）
2019年（令和元年）
2020年（令和２年）
2024年（令和６年）

・電話交換業務の開始と同時に日本で最初の電話帳 「電話加入者
人名表」 を発行（電話番号順、縦書）
・「電話番号簿」 の名称が電話交換局事務規定で制定され、統一
的に使用される
・「電話番号簿」の本文の配列を電話番号順からイロハ順に改正
・本文配列を50音順（アイウエオ順）に改正。 また、 形式も縦書か
ら横書となる
・電話帳に初めて「広告」を掲載
・職業別分類の電話番号簿が生まれ、 「職業別電話番号簿」 「人名
別電話番号簿」の二つの電話番号簿が発行されるようになる
・「人名別電話番号簿」を「50音別電話番号簿」と名称を変更
・電話番号簿を電話帳と改称し、 「職業別電話帳」 「50音別電話帳」 となる
・73年秋の石油ショック以降、電話帳の用紙節減のため、収録区域
の分割による分冊化と、発行周期の延長（1年から1年半）を実施
・「職業別電話帳」 をタウンページ、 「50音別電話帳」 をハロー
ページとする愛称の決定
・「タウンページ」 の発行周期を1年半から1年に短縮
・各種 「ニューページ」 の発行開始
・「CDタウンページ」 を開発
・東京23区に電話帳のコンピュータ編集システムを導入
・タウンページのレイアウト・職業分類改善
・タウンページ掲載の情報の販売開始
・104の費用負担適正化に伴い、希望する地域のハローページの
全国・全版無料提供の開始
・点字電話帳の全地域における発行
・64頁輪転印刷機の導入
・マルチメディア電話帳誕生（パソコンネットでタウンページ検
索サービスを開始）
・新キャラクター 「タウンページ君」 登場
・阪神大震災被災地に 「フッキュウライン電話帳」 「ライフライン
電話帳」 を緊急配布
・電話帳統合システムサービス開始（北陸・東北）

・タウンページに4色カラー広告登場（黒・赤のほかに、青・緑を追加）
・「インターネットタウンページ＊」 サービス開始（東京23区）
・インターネットタウンページ＊で全国のタウンページ情報が検索可能となる
＊2000年より「iタウンページ」としてサービス提供

・128頁輪転印刷機の導入
・NTT西日本（NTT東日本）の電話帳の発行業務を全面委託
（NTT番号情報株式会社の営業開始）
・新広告規格「ホワイトノックアウト広告」「フォトカラー広告」登場
・タウンページにフルカラー広告登場
・新広告規格「ジャンプ広告」「フェイスオン広告」「特集広告」 登場
・「新タウンページ」広島県版発行
  （デイリータウンページ・ビジネスタウンページ）
・「新タウンページ」順次全国導入開始
・ディスプレイ1/1見開き広告
・ハローページ新広告規格（2色化）登場
・タウンページで新たな編集方法（職業分類のグルーピング）を導入
・新広告規格「URL広告・E-mail広告」「ディスプレイ3/8広告」
「ディスプレイ3/4見開き広告」「アイコン（インコラム広告・コメ
ント広告オプション）」登場
・タウンページの職業分類グルーピングページへサイドカラーを
導入開始
・Web上で実際にタウンページをめくるように見ることができるタウン
ページのWeb閲覧サービス「タウンページライブラリー」を提供開始
・編集方法の見直しにより、デイリータウンページとビジネスタウ
ンページを合冊化
・ディスプレイ広告とスマートフォンと連動した「つながるタウ
ンページ」サービス開始
・編集改善による新タウンページ発行（倉敷市、熊本市 等）
・電話帳の発行周期の見直しにより、順次18か月周期化開始
・ハローページの発行終了を公表
・電話帳（タウンページ等）を2026年3月31日をもって終了するこ
とを発表
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